
第２回検討会の振返り

○ 呉駅周辺地域について

○ ４つの主要機能の考え方と基本的な方針

1．交通ターミナル

２．デッキ

３．次世代モビリティ・ネットワーク

４．防災機能

○ 第２回検討会での委員の皆様からのご意見への対応
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呉駅周辺地域について

2

呉駅周辺の課題や呉市の将来像をふまえ、道・港・駅・まちが一体となった『安心・安全・快適、
「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』を目指しています。

呉駅周辺地域の目指す姿

呉駅周辺地域の目指すビジョン

（1）交通まちづくりの起点となる“次世代”総合交通拠点の形成

（2）市民と来訪者が憩い、賑わい、快適に移動できる駅前空間の創出

（3）災害時にも頼りになる防災対応型交通拠点の形成

（4）歩きたくなる・住みたくなる「心地よく過ごせるまちなか」の形成

（5）「公・民・学」一体で課題を解決し続けるまちづくり

呉駅周辺の課題
自動車・バス・歩行者など複数モードが輻輳

呉市の将来像

一般車が進入できない交通ターミナル

バス停・港・鉄道駅の低い連結性

高齢化の加速による交通弱者の増加

災害時の受入空間・設備の不足

■呉駅周辺の課題と将来像を踏まえた呉駅周辺地域の目指す機能

道・港・駅・まちが一体となった

『安心・安全・快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』

＜呉駅周辺地域の目指す姿＞

参考）呉駅周辺地域総合開発基本計画

出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画

質の高い生活が実現されるスマートシティ「くれ」

新たなﾁｬﾚﾝｼﾞでﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽを生み育てる「くれ」

都会にはない心地よい暮らしが人々を惹きつける「くれ」

災害に屈しない強靭なまち「くれ」

SDGｓを通して豊かな未来を創る「くれ」
出典）R2.１２

第５次呉市長期総合計画基本構想



呉駅周辺地域について
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「呉駅周辺地域総合開発基本計画」の実現を目指し、「国道31号等 呉駅交通ターミナル整備事業
計画」は、JR呉駅北側の駅前広場、そごう呉店跡地、および国道31号を事業対象範囲とします。

事業対象範囲

■ 事業計画の対象範囲

至

広
島
市

至

三
原
市

駅前広場

対象範囲

そ
ご
う

呉
店
跡
地

JR呉駅

直轄管理

※地理院地図

呉駅周辺地域総合開発基本計画 検討範囲



呉駅周辺地域について
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呉駅周辺地域の目指すビジョン実現の整備方針を設定し、４つの主要機能を対象に官民連携を図る
ことで、事業対象範囲において計画の具体化を目指します。

■呉駅周辺地域の目指すビジョンおよび整備の方向性

整備の方向性

モーダルコネクト機能の強化整備方針
呉駅周辺地域の
交通円滑化

次世代モビリティ等との
連携による

移動利便性・回遊性の向上
防災機能の強化

４つの
主要機能

交通
ターミナル

次世代モビリティ
ネットワークデッキ 防災拠点

呉駅周辺
地域の
目指す
ビジョン

（1）
“次世代”総合交通拠点

（2）
憩い、賑わい、快適に
移動できる駅前空間

（3）
防災対応型交通拠点

（4）
歩きたくなる・住みたくなる
「心地よく過ごせるまちなか」

（5）
「公・民・学」
一体まちづくり

官民連携による
計画の具体化
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呉駅交通ターミナルの整備方針 

国土交通省 

呉     市 

 

呉駅周辺の基盤整備・まちづくりについては、平成 31 年 3 月の『呉駅周辺地域総合

開発に関する提言書』を踏まえ、令和2年4月、呉市が『呉駅周辺地域総合開発基本計

画』を策定しました。 

本計画では、交通ターミナルを中心に必要な都市機能を誘導・集積することで、呉駅

周辺をコンパクトシティの核とし、交通まちづくりとスマートシティの発信拠点の形成する

ことを目指しています。 

本計画に基づき、国土交通省と呉市は、道・港・駅・まちが一体となった『安心・安全・

快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』の実現に向け、「呉駅交通ターミナル

の整備方針」を取りまとめました。 
    
１．モーダルコネクトの強化 

・交通ターミナルにバス停、タクシーや自家用車の乗降場を整備し、呉駅北側の多様

な交通モードの集約を図ります。 

・交通ターミナルと呉駅を連結するデッキを整備し、データ活用してモーダルコネクト

の強化を図ります。 
 

２．呉駅周辺地域の交通円滑化 

・デッキ整備による上下方向の歩行者動線を導入することで、歩行者と自動車の輻輳

を解消し、安全な歩行空間を創出します。 

・橋上駅化と合わせたシームレスな移動やユニバーサルデザインを導入し、利用者

の利便性や回遊性の向上を図ります。 
 

３．次世代モビリティ等との連携による移動利便性・回遊性の向上 

・自動運転化への対応や次世代モビリティの拠点整備など、今後の新たな技術導入

も見据えながら、既存の道路空間やデッキの活用により、誰もが使いやすい次世代

モビリティの導入に向けた環境を創出し、移動利便性・回遊性の向上を図ります。 
 

４．防災機能の強化 

・平成 30 年 7 月豪雨の経験等を生かし、交通ターミナルにおいては、災害時の一時

的な避難場所や帰宅困難者の受入空間、災害時の情報収集･情報発信等の拠点と

して利用できる機能を備えるなど、地域の防災機能の向上を目指した空間の活用を

図ります。 
 

５．官民連携による計画の具体化 

・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携して計画の具体化を図ります。 

令和2年11月24日公表 



ＪＲ呉駅

呉港中央桟橋
ターミナル

呉駅交通ターミナルの整備方針

ポテンシャル 課 題

『安心・安全・快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』

 自動車・バス・歩行者など複数モードが

輻輳

 公共交通拠点へのアクセス性が悪い

 バス停・港・鉄道駅の低い連結性

 高齢化の加速による交通弱者の増加

 災害時の受入空間・設備の不足

 国道・港・鉄道駅が近接したコンパクト

な都市構造

 旧海軍ゆかりの施設や瀬戸内の風景

など豊富な観光資源

 県都（広島市）・玄関口（広島空港）と

の高いアクセス性

①モーダルコネクトの強化

・交通ターミナルにバス停、タクシーや自家用車の乗降場を整備し、呉駅北側の多様な

交通モードの集約を図ります。

・交通ターミナルと呉駅を連結するデッキを整備し、データ活用してモーダルコネクトの

強化を図ります。

②呉駅周辺地域の交通円滑化

・デッキ整備による上下方向の歩行者動線を導入することで、歩行者と自動車の輻輳を

解消し、安全な歩行空間を創出します。

・橋上駅化と合わせたシームレスな移動やユニバーサルデザインを導入し、利用者の利

便性や回遊性の向上を図ります。

③次世代モビリティ等との連携による移動利便性・回遊性の向上

・自動運転化への対応や次世代モビリティの拠点整備など、今後の新たな技術導入

も見据えながら、既存の道路空間やデッキの活用により、誰もが使いやすい次世

代モビリティの導入に向けた環境を創出し、移動利便性・回遊性の向上を図ります。

④防災機能の強化

・平成30年7月豪雨の経験等を生かし、交通ターミナルにおいては、災害時の一時的な避

難場所や帰宅困難者の受入空間、災害時の情報収集・情報発信等の拠点として利用

できる機能を備えるなど、地域の防災機能の向上を目指した空間の活用を図ります。

⑤官民連携による計画の具体化

・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携して計画の具体化を図ります。

道・港・駅・まちが一体となった

国道31号

市民や観光客が快適で

利用しやすい総合交通

拠点を創出

自動車・バス・歩行者の輻輳

ＪＲ呉駅・呉中央桟橋ターミナル付近

出典：国土地理院ホームページ電子国土ｗｅｂ地理院地図（2007年～）

呉中央桟橋
ターミナル

ＪＲ呉駅

国道31号

交通
ターミナル

市役所・れんが通り
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４つの主要機能の考え方と基本的な方針

7



居住機能、
商業・賑わい機能等

デッキ

宿泊機能、商業
・賑わい機能 等

待合施設

バス 一般車タクシー

複合施設

交通ターミナル

歩行・賑わい・防災などの空間

１．交通ターミナル

8

呉駅周辺の限られた空間を立体的に活用し、2層（駅前広場・デッキ）でバス、タクシー、一般車、
鉄道、自転車を効果的に連携する施設を配置する。

■各施設の配置イメージ

１．２ 施設の配置

 デッキ整備による上下方向の歩行者動線を導入することで、歩行者と車両（自動車や自転車など）との輻輳を解消し、安全な施設配置とする。

 バリアフリーの観点から、ユニバーサルデザインを導入し、利用者の利便性や回遊性の向上を図る。

 交通事業者の意見等をもとに、利用者が利用しやすい施設配置を検討する。

ヒマラヤ JR呉駅

阪急
ホテルA A’

待
合
施
設
等

（
2
階
）

交通ターミナル

１Ｆ：バス、タクシー、一般車等
２Ｆ（デッキ）：歩行、賑わい、防災等の広場

横断図A-A’

呉駅西自転車等駐車場
（バスプール）

■ 交通ターミナルの対象施設と施設配置の考え方

施設 施設配置の考え方

バスターミナル • 歩行者との分離を図るため、1階に配置する。
• 乗換利便性を踏まえ、降車場はＪＲ呉駅近くに、乗車場は
待合施設近くに配置する。

タクシー乗降場 • 歩行者との分離を図るため、1階に配置する。
• 乗換利便性や現在の利用状況を踏まえ、乗降場はＪＲ呉
駅に近い場所に配置する。

待合施設 • 利用者の主要な動線となる2階に配置する。
• 乗換利便性を踏まえ、バスターミナルの乗車場に近い場
所に配置する。

歩行・賑わい・
防災などの空間

• 自動車との分離を図るため、2階に配置する。
（防災機能のうち、代替交通の発着機能は1階に配置）

一般車送迎
エリア

• 歩行者との分離を図るため、1階に配置する。
• 公共交通との分離を図るため、東側に配置する。
• 福祉車両送迎スペースはJR呉駅に近い場所に配置する。

交通事業者からの意見
• 乗換を踏まえ、バス・タクシー、自家用車の順で駅に近いレイアウトが望ましい。
• 次世代モビリティに対応できる交通ターミナルが望ましい。
• 採光に配慮したタクシー待機場を配置してほしい。

自転車は東西に配置されている駐輪場に駐車後、交通ターミナルへ

呉駅東
第2駐輪場

呉駅東駐輪場

公益施設（アーバンデザインセンターなど）

【第2回検討会資料再掲】

※第2回検討会資料から
一部図内を修正



視点 内容

快適性 ・段差の無いルートの設定や案内サイン導入等、ユニバー
サルデザインに配慮する
・交通ターミナル～駅、周辺施設の動線の輻輳が起きない
ように配慮する
・賑わいを創出する場所、憩いを創出する場所、周辺施設
とのつながりを考慮する

安全性 ・バスや自動車との輻輳を回避する
・歩行者と次世代モビリティの共存を考慮する

その他 ・橋上駅化の検討が進められているJR呉駅との連続性など、
周辺開発との連携を図る
・次世代モビリティとのシームレスな乗り継ぎ動線を確保する

２．デッキ

9

ユニバーサルデザインに配慮した快適性、利用者の安全性などを踏まえた、歩行者と次世代モビリ
ティが共存するデッキの利用者動線を検討する。

２．２ デッキの利用者動線

■デッキ利用者の動線イメージ■ デッキの利用者動線の考え方

歩行者と次世代モビリティの共存賑わい・憩いの創出

※レイアウトはイメージであり、整備内容を決定するものではありません。

 段差の無いルートなど、ユニバーサルデザインに配慮した快適性と、次世代モビリティとの共存などを踏まえた利用者の安全性を考慮する。

 橋上駅化の検討が進められているJR呉駅と連携して、駅の南北が一体となった2階レベルの利用者動線を形成する。

【第2回検討会資料再掲】

※第2回検討会資料から一部表内を修正



３．次世代モビリティ・ネットワーク
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既存の道路空間やデッキの活用により、次世代モビリティのタイプに応じて導入空間を棲み分け、
誰もが使いやすい次世代モビリティの導入に向けた環境を創出する。

３．２ 次世代モビリティの導入空間の考え方

 1～2人乗りの超小型モビリティやパーソナルモビリティは、デッキへの乗入れを想定し、シェアリングや自動運転などにより呉駅周辺の回遊性を
支援する。

 次世代BRT等の輸送能力の高いモビリティは、1階 交通ターミナルへの乗入れを想定し、周辺エリアを含めた回遊性を支援する。

 移動店舗など、様々な活用が可能な多目的モビリティは、デッキへの乗入れを想定し、デッキの賑わい空間を創出する。

■呉駅周辺での導入イメージ

e-Palette

様々な活用が可
能な多目的空間。

多目的モビリティ

出典）トヨタ自動車株式会社

自動運転技術により、歩行
者と共存しながら、安全に
走行。

超小型モビリティ

超小型EV
出典）トヨタ自動車株式会社

パーソナルモビリティ

電動キックボード

歩行者と同じように自由
に走行。歩行支援として
活用。

出典）株式会社Luup

走行時にCO2などを
排出しない優れた環
境性能と、災害時の
非常電源機能を搭載。

次世代BRT

東京BRT(ＳＯＲＡ)

2階 デッキ広場南側デッキ

JR呉駅
呉中央桟橋
ターミナル

呉市街地
（市役所、商店街

など）

南北自由通路
（橋上駅化）

1階 交通ターミナル

連携

連携

【第2回検討会資料再掲】



４．防災拠点
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災害時の一時的な避難場所、帰宅困難者等の受入空間を確保する。

 発災時における身の安全の確保を目的とした一時的な避難場所として、待合施設、デッキ等を活用する。

 また、帰宅困難者を短期間（3日程度）受け入れる空間として、複合施設や宿泊施設等と連携を図る。

 一時的な避難場所（室内）に非常電源を設置し、併せて帰宅困難者への携帯端末の充電設備の設置について、通信会社等と連携を図る。

 防災機能の導入にあたり、平成３０年７月豪雨の時の経験や呉駅の利用状況を勘案し、十分なキャパシティの確保を図る。

■ 帰宅困難者の受入空間 ■非常電源機能

４．２ 災害時に備えるべき防災機能

非常用発動発電機
携帯端末充電設備

導入検討機能 導入の目的

一時的な避難場所
• 発災時における身の安全の確保

（デッキ、待合施設を活用）

帰宅困難者等の

受入空間

• 徒歩で帰宅不可能な帰宅困難者を最大3日程度収容

（複合施設、宿泊施設との連携）

導入検討機能 導入の目的

非常電源機能
• 非常用のバックアップ電源機能の確保により，避難場

所への電力供給を確保

一時避難者への電

源供給
• 帰宅困難者向けの携帯端末への充電設備を設置

出典）NTTドコモ 「マルチチャージャー」
ドコモ以外のスマートフォン・携帯電話でも、

利用可能な携帯電話充電器。
（10台同時に充電可能）

電気

ガス

電力

冷房

暖房
給湯

冷水

温水

ガスエンジン

吸収式
冷凍機

災害時

■災害時に備えるべき防災機能

複合施設全体としての非常用電源機能を
待合施設でも活用することを想定

写真提供）熊谷市HP

一時的な避難場所 帰宅困難者等の受入空間

出典）防災情報新聞

【第2回検討会資料再掲】



４．防災拠点
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デッキを一時的な避難場所や帰宅困難者等の受入空間として活用するなど、平常時と災害時を踏ま
えた機能を配置し、安全・安心な空間を創出する。

 新たに創出するデッキ空間や複合施設など、平常時は憩いや賑わいの場として機能している空間を、災害時には、一時的な避難場所や帰宅
困難者等の受入空間、情報発信拠点等として活用できるよう、防災性能の向上を目指した機能整備や運用を図る。

 中長期的には、非常電源機能を有した次世代モビリティ（燃料電池自動車等）の導入により、災害時の移動型非常用電源としての活用を検討
する。

■ 平常時と災害時の活用イメージ

４．３ 平常時と災害時を踏まえた機能分担

平常時
オープンスペースやみどりな
どの快適な空間を活用し、
市民の交通拠点や賑わい拠

点として利用

災害時
防災拠点として機能すると
ともに、オープンスペースを
有する避難場所として帰宅
困難者を受け入れる

待合施設 デッキ広場

代替交通の発着拠点 一時的な避難場所 移動型非常用電源

バスターミナル

出典）平成30年7月豪雨災害における広島地区の鉄道代行輸送の取り組み
［西日本旅客鉄道株式会社、中国ジェイアールバス株式会社］

情報発信拠点

次世代ＢＲＴ

出典）UDCK HP 事例）JR新宿駅南口

出典）東芝映像ソリューション株式会社HP 出典）防災情報新聞 出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画（R2.4）

【第2回検討会資料再掲】



第２回検討会での
委員の皆様からのご意見への対応内容
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主な意見と対応内容（1/4）

No. 第2回検討会で頂いた主なご意見 対応内容
資料
頁

① • 新型コロナウィルス感染の状況が空間計画に影響を及ぼす可能性を
踏まえ、余裕のある空間で計画を進めることが重要。

• 新型コロナウィルスによる社会情勢の変化を踏まえ、
空間的な余裕に留意し、利用者の空間計画を進める。

資料-2
• Ｐ.4
資料-3
• Ｐ.17

② • 交通の総合駅とするという意味では、JR駅や隣接施設と一緒に官民
連携で計画を進めていくことが重要。

• 橋上駅化、複合施設等について、官民連携により、
調整を図りながら、交通ターミナルの計画を進める。

資料-2
• Ｐ.10

③ • 大和ミュージアムなど周辺の観光施設への来客を意識すると物販施
設が必要。物販施設は、平常時や災害時の各シーンで機能するもの
とすべき。

• 平常時と災害時を踏まえた機能分担に留意し、物販
機能の導入を検討。

資料-3
• Ｐ.15

④ • 安全を確保するために、歩行者動線と自動車動線の分離が必要。 • デッキ整備による上下方向の歩行者動線を導入する
ことで、歩行者と自動車の輻輳を解消し、安全な歩
行空間を検討。

資料-3
• Ｐ.14

⑤ • 交通の円滑化も重要であるが、歩行者や自転車の安全性確保も重
要。

• デッキ整備による上下方向の歩行者動線を導入する
ことで、歩行者と自動車の輻輳を解消し、安全な歩
行空間を検討。

資料-3
• Ｐ.14

⑥ • 新型コロナウイルスの影響により自転車利用が増えていることから、と
びしま海道のサイクリングロードとの連携など、自転車利用者の利便
性の検討も必要。

• 自転車利用者の増加を見据え、利便性向上に資す
る環境整備について検討する。

資料-3
• Ｐ.12
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主な意見と対応内容（2/4）

No. 第2回検討会で頂いた主なご意見 対応内容
資料3
頁

⑦ • バス、タクシー、一般車の輻輳を防ぐため、バス・タクシーと一般車の
出入口を分けることやバス出入庫ルートの駐車対策などが必要。

• バス、タクシー、一般車の輻輳を解消するレイアウトや
バス出入庫ルートの駐車対策について、関係機関と
調整しながら、交通ターミナルの計画を進める。

資料-2
• Ｐ.2
資料-3
• Ｐ.13

⑧ • 交通ターミナルの利用者動線については、シームレスでユニバーサ
ルデザインに配慮し、上屋を設置するなど、利用者の利便性・快適
性の向上に努めることが重要。

• ユニバーサルデザインに配慮した、利用者が利用しや
すい施設配置を検討。

資料-3
• Ｐ.14

⑨ • 災害時の代行バスの待機場所の確保等、防災の観点から、空間に
余裕のある計画であることが重要。

• バス待機場を増やすなど、余裕を持たせた交通ターミ
ナル（1階）の施設配置を検討。

資料-2
• Ｐ.2
資料-3
• Ｐ.13

⑩ • 限られた駅前空間を有効に活用するため、呉駅と面する国道31号
以外の道路の使い方も考えることが必要。

• 国道31号や市道からの交通ターミナル（1階）への進
入方法に留意し、施設配置を検討。

資料-2
• Ｐ.2
資料-3
• Ｐ.13

⑪ • 一般車の送迎空間について、一般車の送と迎の特徴（迎えの車両は
滞留するが、送りの車両はその横をすり抜けていく）を意識し、うまく機
能する運用となることが重要。

• 一般送迎エリアについて、幅員を広く設定するなど、
送と迎の特徴を踏まえた施設配置を検討。

資料-2
• Ｐ.2
資料-3
• Ｐ.13

⑫ • 商業的、賑わい的な観点でデッキと複合施設の連携を検討すべき。 • デッキと複合施設の連携について、柔軟に対応できるよ
うに、民間開発事業者と調整を図りながら、交通ターミ
ナルの計画を進める。

資料-2
• Ｐ.4
資料-3
• Ｐ.17
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主な意見と対応内容（3/4）

No. 第2回検討会で頂いた主なご意見 対応内容
資料3
頁

⑬ • 交通ターミナルと複合施設の連携を図る必要があるため、民間事業
者からの提案を受け入れられるような、柔軟な計画であることが重要。

• 交通ターミナルと複合施設の連携について、柔軟に対
応できるように、民間開発事業者と調整を図りながら、
交通ターミナルの計画を進める。

資料-2
• Ｐ.4
資料-3
• Ｐ.17

⑭ • 防災・賑わい・採光・橋上駅化との整合などを含め、デッキと複合施
設について、全体で検討が必要。

• デッキを整備した交通拠点の他事例などを参考に、複
合施設や橋上駅化と連携しながら、デッキの計画を進
める。

資料-2
• Ｐ.10

⑮ • 市街地へ人をどのように流していくのか動線の考慮が必要。 • 回遊性の向上に資する動線計画に配慮するとともに、
呉市観光振興施策等と連携。

資料-2
• Ｐ.10

⑯ • 交通体系やまちづくりの方針、さらに地域防災計画等との整合を図り、
呉駅バスタ機能を活かしていくことが必要。

• 次世代モビリティ導入を見据えた公共交通体系の検
討、地域防災計画など関連計画等と整合を図る。

資料-3
• Ｐ.19
• Ｐ.22

⑰ • 災害時の一時避難場所としては、災害時の必要な防災機能を予め
把握することが重要。

• 災害時に必要な防災機能を把握。 資料-3
• Ｐ.24

⑱ • 一時的な避難場所として活用することを考えると、排水についても考
えることが必要。

• 災害時の一時避難場所としての活用を念頭に置いた
排水計画を検討。

資料-3
• Ｐ.17

16



主な意見と対応内容（4/4）

No. 第2回検討会で頂いた主なご意見 対応内容
資料3
頁

⑲ • 災害時にデッキを最大限活用するためには、日常的にデッキが使わ
れていることが大事で利用者がくつろぐことができる機能が必要。

• 例えば、歩行者利便増進道路（ほこみち）の活用など、
日常的に使われるデッキについて検討。

資料-2
• Ｐ.4
資料-3
• Ｐ.17

⑳ • そごう跡地、JR呉駅、呉駅南口について、交通ターミナルとの一体連
携範囲として、検討することが必要。

• 橋上駅化、複合施設などについて、官民連携により
調整を図りながら、交通ターミナルの計画を進める。

資料-2
• Ｐ.10

㉑ • 駅の橋上化を決める上で自由通路が軸となって駅前広場含め様々
な計画が決まってくる。ただし、自由通路の位置決めには多くの制約
条件があることから、綿密な精査が必要。

• 別途検討が進められている橋上駅化の計画と連携し
ながら、交通ターミナルの計画を進める。

資料-2
• Ｐ.10

㉒ • 民間事業者による役割、公共の役割を踏まえたトータルデザインの枠
組みについて、関係者間で共有することが重要。

• 公共と民間の役割分担を官民連携により調整しなが
ら、計画を進める。

資料-2
• Ｐ.8
資料-3
• Ｐ.26

㉓ • 公共事業と民間事業の分担を明確にし、交通ターミナル全体の議論
が必要。

• 公共と民間の役割分担を官民連携により調整しなが
ら、計画を進める。

資料-2
• Ｐ.8
資料-3
• Ｐ.26
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呉駅交通ターミナルについて

資料-２

１．交通ターミナル

２．デッキ

３．防災拠点

４．整備・管理・運営手法

５．周辺エリアとの連携



１．交通ターミナル

1

本日議論して頂きたい項目

• 施設配置と交通動線の考え方



１．交通ターミナル

2

進入方法の工夫等によって駅前空間を有効活用し、安全で利便性の高い施設配置を目指します。

１．１ 施設配置と交通動線の考え方

 公共交通（バス・タクシー）と一般車の出入口を分離することで、輻輳のない、安全な施設配置とします。

 送りと迎えで特徴の異なる一般送迎車両に留意し、送迎車両が錯綜しないよう、広い通路をもつ施設配置とします。また、福祉車両の専用乗
降場を配置します。

 交通ターミナルとバスプールを直接つなぐ導入路を設定します。

■施設レイアウトと動線

バス乗降場エリア

タクシー乗降場エリア

一般車乗降場エリア

バス待機場

タクシー待機場

福祉車両乗降場含む

バス動線

タクシー動線

一般車動線

直轄国道

市道

＜バスのバース数＞

・乗降バース：11バース（乗車6、降車5）
・待機バース：6バース

＜タクシーのバース数＞
・乗降バース：2バース（乗車1、降車1）
・待機バース：25バース

＜一般車のバース数＞

■バース数

※今後の検討により変更となる可能性があります。

一般車動線【IN】

一般車動線【ＯＵＴ】

バス動線【IN】バス動線【OUT】

タクシー動線【IN】タクシー動線【OUT】

バスプール動線【ＩＮ】

バスプール動線【OUT】

至

広
島
市

至

三
原
市

複合施設

阪急ホテル

民間駐車場

バスプール

上記を踏まえたバス・タクシー乗降場面積：約9,000㎡、一般車乗降場面積：約4,000㎡

バス・タクシー乗降場 一般車乗降場

・乗降バース：10バース
※今後の検討により変更となる可能性があります。



２．デッキ

3

本日議論して頂きたい項目

• デッキ整備の考え方



２．デッキ

4

交通ターミナル上部には、平常時には賑わい創出に、災害時には一時的な避難場所等として、歩行
者や次世代モビリティ利用のために十分な空間を整備します。

２．１ デッキ整備の考え方

■ デッキ整備の考え方

 多様な交通モードの交通結節点であることを想定した歩行者の幅員や将来の次世代モビリティ乗入を考慮します。

 呉駅への一時避難想定人数と避難時に必要な面積を踏まえ、災害時に一時避難者の受入れが可能な空間を整備します。

 道路法改正による、歩行者利便増進道路（ほこみち）を活用するなど、民間の創意工夫や、隣接する複合施設との連携等により、利用者にとっ
て日常的に快適な空間の構築を目指します。

導入機能 内容

歩行機能 JR呉駅利用状況（利用者数）を考慮できるよう、
空間的な余裕に留意

賑わい機能 歩行者利便増進道路（ほこみち）の活用など、
民間開発事業者の創意工夫に対応できるよう、
空間的な余裕に留意

防災機能 呉駅への一時避難想定人数（500人）を考慮
また、平常時は賑わいの場として機能している
空間を、災害時には、防災機能の場として活用

次世代モビリティ
乗り入れ機能

次世代モビリティの規格に対応できるよう、空間
的な余裕に留意

• ベンチ等の施設を誘導するために指定した特例区域では、占用がより柔軟に
認められる（無余地性の基準を緩和）

• 占用者を幅広く公募し、民間の創意工夫を活用した空間づくりが可能になる

• 公募選定された場合、最長20年の占用が可能になる（テラス付きの飲食店
など初期投資の高い施設も参入しやすく）

利便増進のための占用を誘導する仕組みの導入

防災機能

歩行機能/賑わい機能/次世代モビリティ乗り入れ機能

出典）防災情報新聞

賑わい機能（徳山駅（みゆき口））

■デッキの活用イメージ

出典）スーパーメガリージョン構想検討委員会資料より

上記を踏まえたデッキ全体面積：約6,000㎡

※今後の検討により変更となる可能性があります。



３．防災拠点

5

本日議論して頂きたい項目

• 災害時の活用方針



３．防災拠点

6

呉市地域防災計画と整合を図りながら、市民や駅利用者のニーズを踏まえた防災機能を導入します。

３．１ 災害時の活用方針

 「災害時代替交通の発着機能」、「一時避難場所」など、市民及び駅利用者のニーズや道の駅の防災機能等を参考にします。

 物資備蓄・供給機能及び一時滞在機能等の様々な避難環境の確保について、周辺事業者との連携を図ります。

1.2%

4.3%

8.7%

11.9%

15.0%

15.7%

18.6%

24.5%

その他

エネルギー補給機能

防災・災害情報発信機能

備蓄機能（備蓄品の保管）

救援活動の拠点機能

物資輸送の拠点機能

一時避難場所

災害時代替交通の発着機能
n=550

出典）防災情報新聞 写真提供）熊谷市HP

1.3%

5.3%

11.0%

13.7%

15.0%

17.2%

17.6%

18.9%

その他

エネルギー補給機能

物資輸送の拠点機能

救援活動の拠点機能

備蓄機能（備蓄品の保管）

災害時代替交通の発着機能

防災・災害情報発信機能

一時避難場所

n=106

（市民ニーズ）

（駅利用者ニーズ）

■ 呉駅での災害時の防災機能（イメージ）

＜代替交通の受入＞
・代替交通の発着機能

＜帰宅困難者の受入＞
・一時避難場所（屋外）

＜帰宅困難者の受入＞
・一時避難場所（屋内）

＜代替交通の受入＞
・交通情報の発信機能

＜代替交通の受入＞
・代替交通の発着機能

■市民や駅利用者のニーズ

＜帰宅困難者の受入＞
・非常電源機能

画像提供：呉工業高等専門学校 神田研究室出典）平成30年7月豪雨災害における広島地区の鉄道代行輸送の取り組み
［西日本旅客鉄道株式会社、中国ジェイアールバス株式会社］

出典）東芝映像ソリューション株式会社HP
出典）国土交通省第1回 「道の駅」第3ステージ推進委員会

配付資料「資料4 道の駅の防災機能強化について」

非常用発電機 蓄電池システム 移動用発電機

＜帰宅困難者の受入＞
・物資備蓄・供給機能

出典）船橋市HP

参考）呉駅周辺地域総合開発基本計画をもとに作成

2Ｆデッキ

複合施設

2Ｆ待合施設

JR呉駅

南北自由通路
（橋上駅化）

1Ｆ地上
（バス・タクシー・一般車）

至 港



４．整備・管理・運営手法

7

考え方のご紹介

• 交通ターミナルの整備・管理・運営手法



４．整備・管理・運営手法

8

「道路法等の一部を改正する法律」（2020年11月25日施行）を踏まえながら、民間事業者の知
見を活用しつつ、周辺施設と一体となった管理・運営を検討します。

 2020年11月25日に施行した「道路法等の一部を改正する法律」をふまえながら、コンセッション（公共施設等運営権）制度等の活用も視野に
入れ、民間の技術やノウハウを活用した効率的・効果的な管理・運営を検討します。

 民間事業者の知見を活用した他地域のバスターミナルの官民連携手法を踏まえ、周辺施設と一体となった整備・管理・運営を図ります。

■整備・管理運営手法に関する制度・調整

優良建築物等
整備事業 etc

コンセッション方式
etc

立体道路制度etc

参考）国土交通省
第1回 バスタプロジェクト推進検討会配付資料

「資料3-1 バスタプロジェクトの推進に向けた論点の整理」をもとに作成

関連制度の活用

開発事業者

交通事業者

テナント施設

複数の関係者との調整

行政 など

居住機能、
商業・賑わい機能等

デッキ

宿泊機能、商業
・賑わい機能 等

バス 一般車タクシー

交通ターミナル

歩行・賑わい・防災などの空間
待合
施設

公益施設
（アーバン
デザイン
センターなど）

■バスターミナルにおける事業方式例

参考）国土交通省
中部地方整備局 三重河川国道事務所

第4回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会
資料４をもとに作成

バスタ新宿

道路
管理者

テナント

民間
事業者

バス
事業者

兼用
工作物
協定

占用
許可

占用
料

利用
契約

利用
料金

道路
管理者

テナント

民間
事業者

バス
事業者

利用
契約

利用
料金

テナント料

テナント
契約

コンセッション
契約

占用許可
とみなされる

多様な収入

これまでのバスターミナル
（例：バスタ新宿）

コンセッション（公共施設等運営権）制度の活用

【ターミナル会社】
【ターミナル会社】



５．周辺エリアとの連携
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周辺エリアとの連携※についてのご紹介

• 周辺地域との連携による回遊促進

• 複合施設への公益機能の導入

• 官民連携による防災体制の強化

※交通ターミナルの整備により、交通ターミナル周辺での「呉駅周辺開発基本計画」による
総合まちづくりと連携



５．周辺エリアとの連携
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交通ターミナルと周辺観光施設や北側市街地等の連絡を強化することにより、市中心部の回遊性を
向上させるとともに、賑わいのネットワークを形成します。

５．１ 周辺地域との連携による回遊促進

■賑わいのネットワークのイメージ

自由通路等

 そごう跡地に整備する複合施設（商業・居住・公益機能等）の相乗効果により、市民・来訪者が憩い、賑わうことのできる駅前空間を創出します。

 JR呉駅の橋上駅化の推進等により、駅南側の呉中央桟橋、大和ミュージアム等の連絡を強化します。

 デッキを国道31号の北側まで接続させることにより、れんがどおり商店街等北側市街地との連絡を強化し、市中心部の回遊性を向上させるとと
もに、駅前に創出する新たな賑わいと既存の賑わいをつなぐ「賑わいのネットワーク」を形成します。

観光拠点・生活拠点

・呉駅交通ターミナル
・複合施設
・橋上駅 等

・れんがどおり
・市役所 等

・入船山記念館
・青山クラブ 等

・大和ミュージアム
・てつのくじら館

・呉中央桟橋

観光拠点観光拠点

交通拠点

交通拠点・賑わい拠点

大和ミュージアム

呉中央桟橋



５．周辺エリアとの連携

11

複合施設において公益機能の導入を目指し、交通ターミナルとの相乗効果を図ります。

５．２ 複合施設への公益機能の導入

 公・民・学の連携により、中長期的にまちのビジョンを育て、更新し、提案・実践していく組織として、アーバンデザインセンターの機能導入を目指
します。

 子育て家庭の多様なニーズに対応し、子育ての情報や楽しさを親どうしで共有しながら、親子に寄り沿った子育て支援事業を提供する場として、
すこやか子育て支援センターの機能導入を目指します。

 官民連携等により、高齢者支援機能や多世代交流機能など、まちなか居住に必要な公益機能の導入を目指します。

▶ 子育て交流広場など親子の交流機能

▶ 育自サロン、子育て支援講座などの

支援講座、子育て相談事業

▶ 一時預かりなど、新たな機能を拡充

▶ デッキを始めとする公共空間の有効活用

に向けた社会実験

▶ 交通まちづくりとスマートシティの推進に

向けた社会実験

▶ 公・民・学連携による新たな価値の創造

（リビングラボ）

■アーバンデザインセンター ■すこやか子育てセンター

出典）UDCM HP/撮影 宮畑周平



５．周辺エリアとの連携
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交通ターミナル周辺に立地する商業事業者等と、備蓄の確保等に関する協定を締結するなど、民間
事業者等との連携により、防災体制の強化を図ります。

５．３ 官民連携による防災体制の強化

 アーバンデザインセンター（UDC）を中心として、国・県・市、民間事業者、大学、地域団体など多様な主体によるエリアマネジメントにより、防災
体制の強化を図ります。

 周辺のホテル事業者と帰宅困難者の受入に関する協定を締結するなど、避難が長引く場合の一時滞在機能を確保します。

 複合施設内に立地する商業事業者と、災害時の飲料水・非常食の提供等について協定を締結するなど、民間事業者との連携により備蓄機能
等を確保します。

参考）呉駅周辺地域総合開発基本計画を基に作成

■民間事業者と連携した防災体制のイメージ

一時滞在施設の確保 備蓄の確保

アーバン
デザイン
センター
（ＵＤＣ）

■防災体制の強化

熊谷ホテル旅館組合と「災害時における施設等（帰
宅困難者の一時滞在施設）の提供に関する協定」を
締結。（令和3年1月13日）

出典）熊谷市HP

▼商業事業者と協定を締結▼周辺ホテル事業者と連携

出典）船橋市HP

平時から定期的に協定内容の確認及び情報交換等を行
うことで、有事の際の円滑な体制構築を目的に物資に
係る災害時協定連絡会議を開催（令和2年11月9日）
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１．呉駅周辺の現状と課題

呉駅周辺は国道･港･鉄道駅の３つの交通モードが集積する交通拠点性を有しており、広島市や広島空
港へのアクセス性や周辺観光資源から芸予諸島・瀬戸内海へとつながる立地特性を有しています。

１．１ 呉駅周辺の現状（ポテンシャル）

 呉駅周辺地域は、国道・港・鉄道駅の３つの交通モードが集積する交通拠点性を有しています。

 周辺には日本遺産や豊富な観光資源が存在しており、芸予諸島・瀬戸内海へとつながるゲートウェイとなり得る立地特性を有しています。

■呉駅周辺の交通拠点性 / 日本遺産と豊富な観光資源

参考）R2.4 呉駅周辺地域総合開発基本計画

■ゲートウェイとなり得る呉の立地特性

N

旧呉鎮守府
司令長官官舎

呉駅

呉海上花火大会

くれ食の祭典
呉みなと祭

日本遺産

呉市のｲﾍﾞﾝﾄ

呉みなと祭

来場者数：15万人(H31.4)

呉海上花火大会
来場者数：11万人(R1.7)

くれ食の祭典

来場者数：5万人(R1.11)

旧呉海軍工廠造船部
造船船渠大屋根

旧呉鎮守府
司令長官官舎

旧呉海軍工廠造船部
造船船渠大屋根

呉駅周辺に3つの交通モードが集積

半径300ｍ圏内に

国道・港・鉄道駅が近接

※地理院地図

2

呉

とびしま海道

※地理院地図

松山観光港まで
約55分(高速艇)

約1時間55分(ﾌｪﾘｰ)

御手洗まで
約1時間30分(バス)

瀬戸内汽船(ｼｰﾊﾟｾｵ)

御手洗のまち並み

原爆ドーム

広島市内まで約45分(バス)

松 濤 園

蒲刈地区まで約50分(バス)

広島空港まで約60分(バス)

広島空港



１．呉駅周辺の現状と課題
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１．２ バスターミナル周辺の交通課題

バスターミナル周辺では、バス待ち環境、国道31号への交通阻害、路線バス以外の路上駐車、路線
バスの一時待機スペース不足などの課題があります。

■ 呉駅バスターミナル周辺の交通課題
①不十分なバス待ちスペース
・各バス乗り場には上屋やベンチが設置されているものの、バス待ち客の人数に対して不十分な状況。
・歩行者の進行を阻害しているとともに、悪天候時におけるバス待ち環境に課題。

呉駅前 バス停の配置状況

1

2

3

4

5

6

78
9

10

11

1213 14 15 1617

降車専用降車専用

降車専用

JR呉駅

写真１ 写真２

③路上に停車する通勤バスや観光バス
・路線バス以外のバスはロータリーへ進入できないため、
路上に駐車して乗降している状況。

・企業の通勤バスや観光バスに対する対応が必要。

写真４

②国道31号上のバス停への停車
・路上での降車により、後続車の進行を阻害している。
・また、バス停がJR呉駅から離れており、交通結節機能にも
課題。

写真３

写真3

凡例
歩道
ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ

バス停上屋
バス待ちｽﾍﾟｰｽ

④環道上で待機する路線バス
・次のダイヤのため待機する一時駐車スペースが３台分
しかないため、環道上で停車している。
・路線バスの一時待機に対する対応が必要。

写真５



１．呉駅周辺の現状と課題
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１．３ 呉駅前の交通円滑性

通勤・通学時間を中心に呉駅を利用する交通が国道31号を往来しており、バス・一般車・歩行者・
自転車の動線が錯綜し、交通の円滑性を損なっています。

■現在の呉駅周辺の交通課題

凡例
バス
一般車
歩行者
写真撮影方向
歩道
ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ

⑤回送中のバスが滞留 ⑥バス滞留の右折車線超過

⑩送迎車両の無理な流入

⑨降車中バスが後続車両の進行を阻害⑧運行中のバスが交差点で滞留

呉駅へ右折するバスが滞留し、
後続車両の進行を阻害 呉駅から左折するバスが

横断歩道手前で滞留

送迎車両が無理に流入し、
国道31号の円滑・安全を阻害

国道31号上の停留所に停車中のバスが、
後続車両の進行を阻害

横断歩行者でバスプールへ
左折するバスが滞留

至

三
原
市

至

広
島
市

至 呉市役所

至 坂町

バスプール
至 竹原市

送迎車
滞留場所

呉駅

至 竹原市

至

呉
市
役
所

至 竹原市

⑪送迎車滞留場所の不足

⑦運行中のバスが交差点で滞留

呉駅から左折するバスが
横断歩道の手前で滞留

至

坂
町

送迎車
滞留場所

⑫バスプール周辺の交通錯綜

無信号交差点のため、
送迎車等との錯綜が発生

送迎車両が滞留場所から
あふれ、路上駐車

呉駅西駐車場（バスプール） ヒマラヤ JR呉駅



１．呉駅周辺の現状と課題

呉駅周辺は平成３０年７月豪雨等の近年の災害をふまえ、交通基盤の強靱化が必要となっており、
災害に備えた新たな交通拠点のあり方の検討が求められています。

１．４ 防災拠点としての課題

 平成30年7月豪雨災害による幹線道路やＪＲ呉線等の被害を教訓として、交通基盤の強靱化が必要となっています。

 呉駅周辺地域は災害時に緊急輸送バスや緊急輸送船の発着場所として重要な役割を果たし、今後の災害に備えた防災拠点としての機能強
化が求められています。

■ 災害時緊急輸送バス■ 平成30年7月豪雨時の交通ネットワークの被災状況

※災害時ＢＲＴ（Bus Rapid
Transit）：
災害発生時等で、通行止となっている
高速道路や自動車専用道等において、
路線バス、高速バス等を緊急輸送車
両として通行を認めるとともに、本線道
路空間上での転回を認めるなど、道路
空間の柔軟な運用によりバスの速達
性・定時性を確保する方法。

出典）R元.12 広島・呉・東広島都市圏災害時交通マネジメント検討会中間とりまとめ（資料編）

出典）R元.3 呉市復興計画（呉市）

5

出典）国土交通省
第2回 バスタプロジェクト推進検討会
配付資料
資料6-1 神田委員資料

災害時BRTにより呉I.C.から広島呉道路に進入する
バス（提供：呉工業高等専門学校 神田研究室）

災害時に国道31号の歩道空間に滞留するバス利用者



呉駅周辺地域の目指すビジョン

（1）交通まちづくりの起点となる“次世代”総合交通拠点の形成

（2）市民と来訪者が憩い、賑わい、快適に移動できる駅前空間の創出

（3）災害時にも頼りになる防災対応型交通拠点の形成

（4）歩きたくなる・住みたくなる「心地よく過ごせるまちなか」の形成

（5）「公・民・学」一体で課題を解決し続けるまちづくり

呉駅周辺の課題
自動車・バス・歩行者など複数モードが輻輳

呉市の将来像

一般車が進入できない交通ターミナル

バス停・港・鉄道駅の低い連結性

高齢化の加速による交通弱者の増加

災害時の受入空間・設備の不足

２．事業の概要

6

呉駅周辺の課題や呉市の将来像をふまえ、道・港・駅・まちが一体となった『安心・安全・快適、
「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』を目指しています。

■呉駅周辺の課題と将来像を踏まえた呉駅周辺地域の目指す機能

２．１ 呉駅周辺地域の目指す姿

道・港・駅・まちが一体となった

『安心・安全・快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいまち、呉』

＜呉駅周辺地域の目指す姿＞

参考）呉駅周辺地域総合開発基本計画

出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画

質の高い生活が実現されるスマートシティ「くれ」

新たなﾁｬﾚﾝｼﾞでﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽを生み育てる「くれ」

都会にはない心地よい暮らしが人々を惹きつける「くれ」

出典）R2.１２
第５次呉市長期総合計画基本構想

災害に屈しない強靭なまち「くれ」

SDGｓを通して豊かな未来を創る「くれ」



２．事業の概要
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■ 事業計画の対象範囲

至

広
島
市

至

三
原
市

駅前広場

対象範囲

そ
ご
う

呉
店
跡
地

JR呉駅

直轄管理

「呉駅周辺地域総合開発基本計画」の実現を目指し、「国道31号等 呉駅交通ターミナル整備事業
計画」は、JR呉駅北側の駅前広場、そごう呉店跡地、および国道31号を事業対象範囲とします。

２．２ 対象範囲

※地理院地図

呉駅周辺地域総合開発基本計画 検討範囲



２．事業の概要
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呉駅周辺地域の目指すビジョン実現の整備方針を設定し、４つの主要機能を対象に官民連携を図る
ことで、事業対象範囲において計画の具体化を目指します。

■呉駅周辺地域の目指すビジョンおよび整備の方向性

２．３ 整備の方向性

モーダルコネクト機能の強化整備方針
呉駅周辺地域の
交通円滑化

次世代モビリティ等との
連携による

移動利便性・回遊性の向上
防災機能の強化

４つの
主要機能

交通
ターミナル

次世代モビリティ
ネットワークデッキ 防災拠点

呉駅周辺
地域の
目指す
ビジョン

（1）
“次世代”総合交通拠点

（2）
憩い、賑わい、快適に
移動できる駅前空間

（3）
防災対応型交通拠点

（4）
歩きたくなる・住みたくなる
「心地よく過ごせるまちなか」

（5）
「公・民・学」
一体まちづくり

官民連携による
計画の具体化
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２．４ 整備方針

モーダルコネクト機能の強化
• 交通ターミナルにバス停、タクシーや自家用車の乗降場を整備し、呉駅北

側の多様な交通モードの集約を図ります。

• 交通ターミナルと呉駅を連結するデッキを整備し、データを活用してモー

ダルコネクトの強化を図ります。

呉駅周辺地域の交通円滑化
• デッキ整備による上下方向の歩行者動線を導入することで、歩行者と自動車

の輻輳を解消し、安全な歩行空間を創出します。

• 橋上駅化と合わせたシームレスな移動やユニバーサルデザインを導入し、利

用者の利便性や回遊性の向上を図ります。

次世代モビリティ等との連携による移動利便性・回遊性の向上

• 自動運転化への対応や次世代モビリティの拠点整備など、今後の新たな技術

導入も見据えながら、既存の道路空間やデッキの活用により、誰もが使いや

すい次世代モビリティの導入に向けた環境を創出し、移動利便性・回遊性の

向上を図ります。

防災機能の強化
• 平成30年7月豪雨の経験等を生かし、交通ターミナルにおいては、災害時

の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間、災害時の情報収集･情報発

信等の拠点として利用できる機能を備えるなど、地域の防災機能の向上を

目指した空間の活用を図ります。

官民連携による計画の具体化
• 民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携して計画の具体化を図ります。

２．事業の概要



● 次世代モビリティ･ネットワークの形成
● 次世代モビリティの導入空間の考え方

交通

ターミナル

次世代モビリティ

ネットワーク

防災拠点

デッキ
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■ 検討事項

呉駅周辺地域の
４つの主要機能

●交通モードの集約
●施設の配置
● 待合空間の導入機能
● 歩行者の動線
● 交通処理対策

２．５ ４つの主要機能

整備する４つの主要機能について、計画の具体化を図ります。

● 災害時の活用方針
● 災害時に備えるべき防災機能
● 平常時と災害時を踏まえた機能分担

● 導入機能
● 利用者動線

２．事業の概要

ＳＤＧｓ

IoT

環 境

高齢化
社会

ユニバーサル
デザイン

先端
技術

ゼロエミッ
ション



そごう呉店 跡地

ＪＡ

阪急
ホテル

ＪＲ呉駅ヒマラヤ

３．交通ターミナル
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３．１ 交通モードの集約

呉駅周辺の多様な交通モード（バス・タクシー・一般車・鉄道・自転車）間のモーダルコネクトを
強化します。

 駅前広場を拡張し、一般車の乗り入れを可能とするなど乗り換え環境を整えます。

 交通ターミナルにバスやタクシー、自家用車の乗降場を整備し、呉駅北側の多様な交通モードの集約を図ります。

■ 交通ターミナル

至

広
島
市

至

三
原
市

バス ・ タクシー ・ 一般車
（交通ターミナルの地上エリア）

※上記範囲は、交通ターミナルのうち、バス・タクシー・一般車が乗り入れる想定の範囲

呉駅西自転車等駐車場
（バスプール）

呉駅東
第2

駐輪場

呉駅東駐輪場

国道31号上の停留所に停車中のバスが、
後続車両の進行を阻害

呉駅

至 竹原市

バス停留所への停車

送迎車両が滞留場所からあふれ、
路上駐車し、後続車両の進行を阻害

送迎車両の路上駐車

凡 例

バス乗降場

タクシー乗降場・待機所

一般車停車帯・駐車場



３．交通ターミナル
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呉駅周辺の空間を有効かつ立体的に活用し、2層（駅前広場・デッキ）でバス、タクシー、一般車、
鉄道、自転車を効果的に連携する施設を配置します。

■各施設の配置イメージ

３．２ 施設の配置

 デッキ整備による上下方向の歩行者動線を導入することで、歩行者と車両（自動車や自転車等）との輻輳を解消し、安全な施設配置とします。

 バリアフリーの観点から、ユニバーサルデザインを導入し、利用者の利便性や回遊性の向上を図ります。

 今後の自転車の利用状況に応じて、自転車利用者の利便性向上に資する環境整備を検討します。

ヒマラヤ JR呉駅

阪急
ホテルA A’

待
合
施
設
等

（
2
階
）

交通ターミナル

１Ｆ：バス、タクシー、一般車等
２Ｆ（デッキ）：歩行、賑わい、防災等の広場

横断図A-A’

呉駅西自転車等駐車場
（バスプール）

■ 交通ターミナルの対象施設と施設配置の考え方

自転車は東西に配置されている駐輪場に駐車後、交通ターミナルへ

呉駅東
第2駐輪場

呉駅東駐輪場

公益施設（アーバンデザインセンターなど）

施設 施設配置の考え方

バスターミナル • 歩行者との分離を図るため、1階に配置する。
• 乗換利便性を踏まえ、降車場はＪＲ呉駅近くに、乗車場は
待合施設近くに配置する。

タクシー乗降場 • 歩行者との分離を図るため、1階に配置する。
• 乗換利便性や現在の利用状況を踏まえ、乗降場はＪＲ呉
駅に近い場所に配置する。

待合施設 • 利用者の主要な動線となる2階に配置する。
• 乗換利便性を踏まえ、バスターミナルの乗車場に近い場
所に配置する。

歩行・賑わい・
防災などの空間

• 自動車との分離を図るため、2階に配置する。
（防災機能のうち、代替交通の発着機能は1階に配置）

一般車送迎
エリア

• 歩行者との分離を図るため、1階に配置する。
• 公共交通との分離を図るため、東側に配置する。
• 福祉車両送迎スペースはJR呉駅に近い場所に配置する。

交通事業者からの意見
• 乗換を踏まえ、バス・タクシー、自家用車の順で駅に近いレイアウトが望ましい。
• 次世代モビリティに対応できる交通ターミナルが望ましい。
• 採光に配慮したタクシー待機場を配置してほしい。

公益機能の導入※を検討し、
交通ターミナルとの
相乗効果を図ります。

※導入を目指す公益機能
アーバンデザインセンター
すこやか子育てセンター



３．交通ターミナル
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進入方法の工夫等によって駅前空間を有効活用し、安全で利便性の高い施設配置を目指します。

３．２ 施設の配置

 公共交通（バス・タクシー）と一般車の出入口を分離することで、輻輳のない、安全な施設配置とします。

 送りと迎えで特徴の異なる一般送迎車両に留意し、送迎車両が錯綜しないよう、広い通路をもつ施設配置とします。また、福祉車両の専用乗
降場を配置します。

 交通ターミナルとバスプールを直接つなぐ導入路を設定します。

■施設レイアウトと動線

バス乗降場エリア

タクシー乗降場エリア

一般車乗降場エリア

バス待機場

タクシー待機場

福祉車両乗降場含む

バス動線

タクシー動線

一般車動線

直轄国道

市道

＜バスのバース数＞

・乗降バース：11バース（乗車6、降車5）
・待機バース：6バース

＜タクシーのバース数＞

■バース数

※今後の検討により変更となる可能性があります。

一般車動線【IN】

一般車動線【ＯＵＴ】

バス動線【IN】バス動線【OUT】

タクシー動線【IN】タクシー動線【OUT】

バスプール動線【ＩＮ】

バスプール動線【OUT】

至

広
島
市

至

三
原
市

複合施設

阪急ホテル

民間駐車場

バスプール

上記を踏まえたバス・タクシー乗降場面積：約9,000㎡、一般車乗降場面積：約4,000㎡

バス・タクシー乗降場 一般車乗降場

・乗降バース：2バース（乗車1、降車1）

・待機バース：25バース

＜一般車のバース数＞

・乗降バース：10バース

※今後の検討により変更となる可能性があります。



項目 内容

利便性

• 移動距離がなるべく短くなるよう考慮する

• 南北自由通路（橋上駅化）と連携して、

南側（港）や北側（市街地など）との連続

性・接続性を確保する

快適性

• 段差の無いルートの設定や案内サイン導

入等、ユニバーサルデザインに配慮する

• 交通モード間の乗換動線の錯綜を回避

する

安全性 • 自動車・自転車と人の輻輳を回避する

３．交通ターミナル
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駅前広場、駅、港を、デッキで一体的につなぎ、便利で安全な利用者動線を形成します。

３．３ 歩行者の動線

 高齢者や障碍者、外国人などを考慮し、橋上駅化と合わせたシームレスな移動ができるバリアフリー動線を形成します。

 歩行者と車両（自動車や自転車など）を分けた歩車分離により、安全な動線を形成します。

 交通ターミナル利用者の利便性向上のため、橋上駅化（自由通路）と連携した南北の連続性・接続性を形成します。

■ 利用者動線設定の考え方 ■ 歩行者動線イメージ

2Ｆ
デッキ

複合施設

2Ｆ待合施設

今西通り

※上記はイメージであり、整備内容を決定するものではありません。

JR呉駅

南北自由通路
（橋上駅化）

バス
タクシー

一般車

1Ｆ地上
（バス・タクシー・一般車）

自転車駐輪場

自転車駐輪場

至 市街地

：歩行者動線

：階段/ＥＶ

至 港



３．交通ターミナル
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「休憩機能」や「情報発信機能」等、利用者の利便性向上に資する機能を導入します。

３．４ 待合空間の導入機能

 新たに整備する待合空間には、ベンチやデジタルサイネージ等、「休憩機能」や「情報発信機能」を導入します。

 待合空間では、呉市の交通拠点として、バス・船・鉄道を含めた総合的な情報を提供します。

 また、民間開発事業者のノウハウやアイデアを活かしながら、物販など、利用者の利便性向上に資する機能を導入します。

■ 待合空間の導入機能の例

待合空間に設置された飲食店
（広島バスセンター）

コンビニエンスストア
（広島バスセンター）

ベンチやデジタルサイネージがある
待合空間（UDCK）

導入
機能 内容

休憩
・ベンチ
・トイレなど

情報
発信

・デジタルサイネージ（運行情報、観光情報）
・チケット売り場窓口
・券売機（Paspyチャージ機能） など

付帯 ・物販・飲食 など

Paspyチャージ機能
（広島バスセンター）

出典）UDCK HP

上記を踏まえた待合空間面積：約1,000㎡

※今後の検討により変更となる可能性があります。



ヒマラヤ

阪急
ホテル

待
合
施
設
等

（
2
階
）

交通ターミナル
（バス、タクシー、一般車等）

呉駅西自転車等駐車場
（バスプール）

３．交通ターミナル

呉駅周辺の交通課題に対して、交通ターミナルの整備と並行し、対策を図ります。

■ 呉駅周辺の交通課題と対策（イメージ）
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 「1.呉駅周辺の現状と課題（p.3,4）」で示した交通課題①～⑫を解決する対策を図ります。

 歩行者やタクシー乗降場での安全性などに留意して、安全で円滑な施設を目指します。

３．５ 交通処理対策

至

三
原
市

至

広
島
市

課題①不十分なバス待ちスペース

対策⇒バス待合所（待合施設）整備

課題⑤横断歩道手前で回送中バスが滞留

対策⇒国道31号から迂回しない動線確保

課題⑥バス滞留の右折車線超過

対策⇒交差点の右折レーン延伸

課題⑦⑧運行中のバスが交差点で滞留

対策⇒横断歩道上のデッキ整備（横断歩道の撤去等）

課題⑩送迎車両の無理な流入

対策⇒東側市道の一方通行化

課題③路上停車する通勤バスや観光バス

対策⇒マイクロバス停車場を確保

課題⑪送迎車滞留場所の不足
課題⑫バスプール周辺の交通錯綜
対策⇒駅前広場内に一般車乗降場を設置

課題④路線バスの環道上での待機

対策⇒バス一時待機場所を確保

JR呉駅

※レイアウトはイメージであり、整備内容を決定するものではありません。

課題②⑨国道31号上のバス停への停車

対策⇒国道31号上の降車バス停の除外



４．デッキ
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４．１ デッキの導入機能

歩行機能、賑わい機能、防災機能、次世代モビリティ乗り入れ機能をデッキに導入します。

 市民と来訪者が集い、憩い、賑わい、快適に移動できる機能を導入し、居心地の良い空間を創出します。

 歩行者利便増進道路（ほこみち）の活用など、民間や複合施設との連携等により、利用者にとって日常的に快適な空間の構築を目指します。

 災害時の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間、次世代モビリティ乗入に向けた先進的な機能を導入します。

 交通ターミナル１階部分への採光等をふまえながら、デッキ整備を図ります。

■ デッキの導入機能

導入機能 内容

歩行機能 ・シームレスな移動
・ユニバーサルデザイン など
⇒JR呉駅利用状況（利用者数）を考慮できるよう、空間的な余裕
に留意

賑わい機能 ・イベントスペース、オープンスペース
・休憩施設 など
⇒歩行者利便増進道路（ほこみち）の活用など、民間開発事業者
の創意工夫に対応できるよう、空間的な余裕に留意

防災機能 ・災害時の一時的な避難場所
・帰宅困難者の受入空間
・排水設備 など
⇒呉駅への一時避難想定人数（500人）を考慮
⇒平常時は賑わいの場として機能している空間を、災害時には、
防災機能の場として活用

次世代モビリティ
乗り入れ機能

・次世代モビリティの走行空間、乗降空間 など
⇒次世代モビリティの規格に対応できるよう、空間的な余裕に留意

■ デッキの活用イメージ

• ベンチ等の施設を誘導するために指定した特例区域では、占用がより柔軟に
認められる（無余地性の基準を緩和）

• 占用者を幅広く公募し、民間の創意工夫を活用した空間づくりが可能になる

• 公募選定された場合、最長20年の占用が可能になる（テラス付きの飲食店
など初期投資の高い施設も参入しやすく）

利便増進のための占用を誘導する仕組みの導入

防災機能歩行機能/賑わい機能/
次世代モビリティ乗り入れ機能

採光機能

出典）防災情報新聞

徳山駅（みゆき口）

出典）スーパーメガリージョン構想検討委員会資料より

上記を踏まえたデッキ全体面積：約6,000㎡

※今後の検討により変更となる可能性があります。



視点 内容

快適性 ・段差の無いルートの設定や案内サイン導入等、ユニバーサ
ルデザインに配慮する
・交通ターミナル～駅、周辺施設の動線の輻輳が起きないよ
うに配慮する
・賑わいを創出する場所、憩いを創出する場所、周辺施設と
のつながりを考慮する

安全性 ・バスや自動車との輻輳を回避する
・歩行者と次世代モビリティの共存を考慮する

その他 ・橋上駅化の検討が進められているJR呉駅との連続性など、
周辺開発との連携を図る
・次世代モビリティとのシームレスな乗り継ぎ動線を確保する
・既存の賑わい（大和ミュージアム、入船山記念館、れんが
通りなど）をつなぐ「賑わいのネットワーク」形成に留意する

４．デッキ
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ユニバーサルデザインに配慮した快適性、利用者の安全性などを踏まえた、歩行者と次世代モビリ
ティが共存するデッキの利用者動線を形成します。

４．２ デッキの利用者動線

■デッキ利用者の動線イメージ■ デッキの利用者動線の考え方

歩行者と次世代モビリティの共存賑わい・憩いの創出

※イメージであり、整備内容を決定するものではありません。

 段差の無いルートなど、ユニバーサルデザインに配慮した快適性と、次世代モビリティとの共存などを踏まえた利用者の安全性を考慮します。

 橋上駅化の検討が進められているJR呉駅と連携して、駅の南北が一体となった利用者動線を2階に形成します。
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５．１ 次世代モビリティ・ネットワークの形成

呉市周辺エリアと交通ターミナルをつなぐ最適なモビリティ・ネットワークの形成を図ります。

 自動運転化への対応や次世代モビリティの拠点整備など、今後の新たな技術導入も見据えながら、呉駅周辺地域と周辺エリアの移動を支援
する次世代モビリティ・ネットワークを形成します。

 MaaSの導入やシェアリングモビリティを踏まえた、次世代モビリティ・ネットワークの効果的な運用を図ります。

■ 次世代モビリティによる交通ネットワーク

交通
ターミナル

鉄道駅

港
フェリー
ターミナル

各地の港

各地の
バス

ターミナル

モビリティ
ハブ

居住
エリア

居住
エリア

商業
エリア

モビリティ
ハブ

モビリティ
ハブ

次世代BRT

フェリー

多目的モビリティ

超小型モビリティ・

徒歩

凡例

パーソナルモビリティ

観光
エリア

呉駅
周辺地域

※上記ネットワークはイメージであり、
整備内容を決定するものではありません。

■ モビリティハブ

観光
エリア

■ MaaS

出典）呉市地域公共交通網形成計画（R2.9）を基に作成

利用者

ひとつのサービスとして提供（検索・予約・決済）

小売店舗

AIオンデマンドバス
シェアサイクル
カーシェア

他業態サービスとも連携・・・・・

小型モビリティ
自動運転バス・タクシー

宿泊施設 医療・福祉 観光地

地方部における
交通手段確保

地方部における
渋滞緩和・環境負荷低減

スマートシティの実現

鉄道 バス タクシー
出
発
地

目
的
地

空港

IC 高速道路
出典）国土交通省「2040年、道路の景色が変わる」

～ 多様な交通モードの接続・乗換拠点～

R2年度 交通社会実験の様子

自動運転バス 実証実験

グリーンスローモビリティ 実証実験
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既存の道路空間やデッキの活用により、次世代モビリティのタイプに応じて導入空間を棲み分け、
誰もが使いやすい次世代モビリティの導入に向けた環境を創出します。

５．２ 次世代モビリティの導入空間の考え方

 1～2人乗りの超小型モビリティやパーソナルモビリティは、デッキへの乗入れを想定し、シェアリングや自動運転などにより呉駅周辺の回遊性を
支援します。

 次世代BRT等の輸送能力の高いモビリティは、1階 交通ターミナルへの乗入れを想定し、周辺エリアを含めた回遊性を支援します。

 移動店舗など、様々な活用が可能な多目的モビリティは、デッキへの乗入れを想定し、デッキの賑わい空間を創出します。

■呉駅周辺での導入イメージ

e-Palette

様々な活用が可
能な多目的空間。

多目的モビリティ

出典）トヨタ自動車株式会社

自動運転技術により、歩行
者と共存しながら、安全に
走行。

超小型モビリティ

超小型EV
出典）トヨタ自動車株式会社

パーソナルモビリティ

電動キックボード

歩行者と同じように自由
に走行。歩行支援として
活用。

出典）株式会社Luup

走行時にCO2などを
排出しない優れた環
境性能と、災害時の
非常電源機能を搭載。

次世代BRT

東京BRT(ＳＯＲＡ)

2階 デッキ広場南側デッキ

JR呉駅

呉市街地
（市役所、商店街
斜面地など）

南北自由通路
（橋上駅化）

1階 交通ターミナル

連携

連携※イメージであり、導入車両を決定するものではありません。

呉港
（大和ﾐｭｰｼﾞｱﾑ

など）

市街地との
連携強化

港との
連携強化
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鉄道・バス・航路が集積する総合交通拠点として、災害時に備えるべき防災機能を導入します。

６．１ 災害時の活用方針

 平成30年7月豪雨災害時に、ＪＲ呉線代行バスや災害時緊急輸送船などの発着拠点等として機能した教訓を踏まえ、呉駅周辺地域に求めら
れる防災機能を導入します。

 災害発生直後や復旧期など復旧状況等に応じて必要となる防災機能を備えます。

■ 平成30年7月豪雨災害時に果たした役割 ■ 復旧状況等に応じて備えるべき機能

復旧状況等 備えるべき機能

災害発生直後 ・帰宅困難者の受入空間（一時避難場所）
・非常電源機能
・交通情報（公共交通の運行状況等）の発信 など

災害発生から数日 ・帰宅困難者の受入空間（短期）
・帰宅困難者への物資提供
・交通情報（復旧見込み等）の発信 など

災害復旧期※ ・災害時代替交通の発着機能
・交通情報（臨時便ダイヤ等）の発信 など

• ＪＲ呉線代行バスの発着機能（呉駅前）

• 災害時緊急輸送船の発着機能（呉中央桟橋）

• 交通情報の発信（呉市ＨＰ、時刻表等の掲示） など

《果たせなかった役割》

• 帰宅困難者の受入空間の確保

• 交通情報の円滑な提供

• ＪＲ呉線代行バス利用者の待合空間の確保 など

旧そごう呉店仮囲いへの掲示ＪＲ呉線代行バスの待ち状況

画像提供：呉工業高等専門学校 神田研究室

出典）平成30年7月豪雨災害における広島地区の鉄道代行輸送の取り組み
［西日本旅客鉄道株式会社、中国ジェイアールバス株式会社］

代行輸送船の整理券配布（呉駅）
※臨時ダイヤ等による公共交通の運行再開後
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呉市地域防災計画と整合を図りながら、市民や駅利用者のニーズを踏まえた防災機能を導入します。

６．１ 災害時の活用方針

 「災害時代替交通の発着機能」、「一時避難場所」など、市民及び駅利用者のニーズや道の駅の防災機能を参考にします。

 物資備蓄・供給機能及び一時滞在機能等の様々な避難環境の確保について、周辺事業者との連携を図ります。

1.2%

4.3%

8.7%

11.9%

15.0%

15.7%

18.6%

24.5%

その他

エネルギー補給機能

防災・災害情報発信機能

備蓄機能（備蓄品の保管）

救援活動の拠点機能

物資輸送の拠点機能

一時避難場所

災害時代替交通の発着機能
n=550

出典）防災情報新聞 写真提供）熊谷市HP

1.3%

5.3%

11.0%

13.7%

15.0%

17.2%

17.6%

18.9%

その他

エネルギー補給機能

物資輸送の拠点機能

救援活動の拠点機能

備蓄機能（備蓄品の保管）

災害時代替交通の発着機能

防災・災害情報発信機能

一時避難場所

n=106

（市民ニーズ）

（駅利用者ニーズ）

■ 呉駅での災害時の防災機能（イメージ）

＜代替交通の受入＞
・代替交通の発着機能

＜帰宅困難者の受入＞
・一時避難場所（屋外）

＜帰宅困難者の受入＞
・一時避難場所（屋内）

＜代替交通の受入＞
・交通情報の発信機能

＜代替交通の受入＞
・代替交通の発着機能

■市民や駅利用者のニーズ

＜帰宅困難者の受入＞
・非常電源機能

画像提供：呉工業高等専門学校 神田研究室出典）平成30年7月豪雨災害における広島地区の鉄道代行輸送の取り組み
［西日本旅客鉄道株式会社、中国ジェイアールバス株式会社］

出典）東芝映像ソリューション株式会社HP
出典）国土交通省第1回 「道の駅」第3ステージ推進委員会

配付資料「資料4 道の駅の防災機能強化について」

非常用発電機 蓄電池システム 移動用発電機

＜帰宅困難者の受入＞
・物資備蓄・供給機能

出典）船橋市HP

参考）呉駅周辺地域総合開発基本計画をもとに作成

2Ｆデッキ

複合施設

2Ｆ待合施設

JR呉駅

南北自由通路
（橋上駅化）

1Ｆ地上
（バス・タクシー・一般車）

至 港
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災害時の交通ネットワーク拠点として機能する交通ターミナルを目指します。

６．２ 災害時に備えるべき防災機能

 災害時に、代替輸送（バス・船・鉄道など）の防災拠点として機能する交通ターミナルを目指します。

 地域の防災拠点と連携し、災害時に必要な役割を相互に補完し合います。

 デジタルサイネージ等を活用して、災害情報、各種交通機関の運行情報や代替輸送に関する情報、また一時的な避難場所の情報提供等、
災害時の情報発信等の拠点として利用できる機能を備えます。

出典）平成30年7月豪雨災害における広島地区の鉄道代行輸送の取り組み
［西日本旅客鉄道株式会社、中国ジェイアールバス株式会社］

■ 災害時の交通ネットワーク拠点

代行輸送船の整理券配布（呉駅）

代行輸送バスの待合場所
（広島駅）災害臨時バス（広島バスセンター）

※デジタルサイネージによる情報提供（イメージ）

画像提供：
呉工業高等専門学校 神田研究室

災害時緊急輸送船「キャットクルーズ」

地理院地図をもとに作成

呉港

呉駅
自由通路等

呉IC

広島呉道路Ｅ３１

至広島市

凡 例

自動車専用道路

一般道（国道）

JR呉線

広島市方面 他

至
三
原
市

至広島市
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災害時の一時的な避難場所、帰宅困難者等の受入空間を確保します。

 発災時における身の安全の確保を目的とした一時的な避難場所として、待合施設、デッキ等を活用します。

 また、帰宅困難者を短期間（3日程度）受け入れる空間として、複合施設や宿泊施設等と連携を図ります。

 一時的な避難場所（室内）に非常電源を設置し、併せて帰宅困難者への携帯端末の充電設備設置について、通信会社等と連携を図ります。

 防災機能の導入にあたり、平成３０年７月豪雨の時の経験や呉駅の利用状況を勘案し、十分なキャパシティの確保を図ります。

■ 帰宅困難者の受入空間 ■非常電源機能

６．２ 災害時に備えるべき防災機能

非常用発動発電機
携帯端末充電設備

導入検討機能 導入の目的

一時的な避難場所
• 発災時における身の安全の確保

（デッキ、待合施設を活用）

帰宅困難者等の

受入空間

• 徒歩で帰宅不可能な帰宅困難者を最大3日程度収容

（複合施設、宿泊施設との連携）

導入検討機能 導入の目的

非常電源機能
• 非常用のバックアップ電源機能の確保により，避難場

所への電力供給を確保

一時避難者への電

源供給
• 帰宅困難者向けの携帯端末への充電設備を設置

出典）NTTドコモ 「マルチチャージャー」
ドコモ以外のスマートフォン・携帯電話でも、

利用可能な携帯電話充電器。
（10台同時に充電可能）

電気

ガス

電力

冷房

暖房
給湯

冷水

温水

ガスエンジン

吸収式
冷凍機

災害時

■災害時に備えるべき防災機能

複合施設全体としての非常用電源機能を
待合施設でも活用することを想定

写真提供）熊谷市HP

一時的な避難場所 帰宅困難者等の受入空間

出典）防災情報新聞
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デッキを一時的な避難場所や帰宅困難者等の受入空間として活用するなど、平常時と災害時を踏ま
えた機能を配置し、安全・安心な空間を創出します。

 新たに創出するデッキ空間や複合施設など、平常時は憩いや賑わいの場として機能している空間を、災害時には、一時的な避難場所や帰宅
困難者等の受入空間、情報発信拠点等として活用できるよう、防災性能の向上を目指した機能整備や運用を図ります。

 中長期的には、非常電源機能を有した次世代モビリティ（燃料電池自動車等）の導入により、災害時の移動型非常用電源としての活用を検討
します。

■ 平常時と災害時の活用イメージ

６．３ 平常時と災害時を踏まえた機能分担

平常時
オープンスペースやみどりな
どの快適な空間を活用し、
市民の交通拠点や賑わい拠

点として利用

災害時
防災拠点として機能すると
ともに、オープンスペースを
有する避難場所として帰宅
困難者を受け入れる

待合施設 デッキ広場

代替交通の発着拠点 一時的な避難場所 移動型非常用電源

バスターミナル

出典）平成30年7月豪雨災害における広島地区の鉄道代行輸送の取り組み
［西日本旅客鉄道株式会社、中国ジェイアールバス株式会社］

情報発信拠点

次世代ＢＲＴ

出典）UDCK HP 事例）JR新宿駅南口

出典）東芝映像ソリューション株式会社HP 出典）防災情報新聞 出典）呉駅周辺地域総合開発基本計画（R2.4）
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「道路法等の一部を改正する法律」（2020年11月25日施行）を踏まえながら、民間事業者の知
見を活用しつつ、周辺施設と一体となった管理・運営を検討します。

 2020年11月25日に施行した「道路法等の一部を改正する法律」をふまえながら、コンセッション（公共施設等運営権）制度等の活用も視野に
入れ、民間の技術やノウハウを活用した効率的・効果的な管理・運営を検討します。

 民間事業者の知見を活用した他地域のバスターミナルの官民連携手法を踏まえ、周辺施設と一体となった整備・管理・運営を図ります。

■整備・管理運営手法に関する制度・調整

優良建築物等
整備事業 etc

コンセッション方式
etc

立体道路制度etc

参考）国土交通省
第1回 バスタプロジェクト推進検討会配付資料

「資料3-1 バスタプロジェクトの推進に向けた論点の整理」をもとに作成

関連制度の活用

開発事業者

交通事業者

テナント施設

複数の関係者との調整

行政 など

居住機能、
商業・賑わい機能等

デッキ

宿泊機能、商業
・賑わい機能 等

バス 一般車タクシー

交通ターミナル

歩行・賑わい・防災などの空間
待合
施設

公益施設
（アーバン
デザイン
センターなど）

■バスターミナルにおける事業方式例

参考）国土交通省
中部地方整備局 三重河川国道事務所

第4回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会
資料４をもとに作成

バスタ新宿

道路
管理者

テナント

民間
事業者

バス
事業者

兼用
工作物
協定

占用
許可

占用
料

利用
契約

利用
料金

道路
管理者

テナント

民間
事業者

バス
事業者

利用
契約

利用
料金

テナント料

テナント
契約

コンセッション
契約

占用許可
とみなされる

多様な収入

これまでのバスターミナル
（例：バスタ新宿）

コンセッション（公共施設等運営権）制度の活用

【ターミナル会社】
【ターミナル会社】
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呉駅周辺全体を考慮しながら、呉市や周辺開発事業者と協同して、事業を推進していきます。

国（国道31号）

呉市（呉市道）

民間

1階

2階

呉駅西自転車等駐車場
（バスプール） 呉駅

呉駅西自転車等駐車場
（バスプール） 呉駅

居住機能
商業・賑わい機能

等

居住機能
商業・賑わい機能

等

宿泊機能、商業・賑わい機能等

複合施設の2階の一部に待合施設

バス（複合施設内）

デッキ

断面図

バス・タクシー 一般車

宿泊機能、商業・賑わい機能等

バス（複合施設内）

複合施設の2階の一部に待合施設居住機能
商業・賑わい機能

等

複合施設の3階以上に 公共施設
（アーバンデザインセンターなど）

バス・タクシー 一般車

※今後、民間開発事業者等との協議により変更となる場合があります。



９．今後のスケジュール
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関係機関と調整を図りながら、段階的に事業を推進していきます。

項目 スケジュール

フェーズⅠ
そごう跡地の
開発・駅前広場
の改良

交通ターミナル
そごう呉店跡地
（東側低層部）

そごう呉店跡地
（西側・東側高層部）

フェーズⅡ
呉駅周辺の拠点性強化

フェーズⅢ
呉市全域での連携強化

呉駅周辺の拠点性を面的に強化

整
備
方
針

事
業
計
画

工事

呉市全域での連携強化

官民連携

※呉駅橋上駅化と連携

調査・
設計

呉駅交通ターミナル整備



１０．国道31号等 呉駅交通ターミナルの将来の姿
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道・港・駅・まちが一体となった『安心・安全・快適、「住む人」「来る人」全てにやさしいま
ち、呉』の実現に向けた整備を進め、次世代型総合交通拠点の実現を目指します。

～道・港・駅・まちが一体となる次世代型総合交通拠点の実現～

呉港中央桟橋
ターミナル

市役所・れんが通り

官民連携による計画の具体化
 民間事業者等の知見を広く活用

モーダルコネクト機能の強化
 交通ターミナルにバス・タクシー、一般車の乗降場

の整備により、呉駅北側の多様な交通モードを集約

 交通ターミナルと呉駅を連結するデッキを整備、お

よびデータを活用

防災機能の強化
 災害時の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間、

災害時の情報収集･情報発信の拠点として利用できる

機能などを交通ターミナルに整備

呉駅周辺地域の交通円滑化
 デッキを用いた上下方向の歩行者動線の導入により、

自動車との輻輳を解消し、安全な歩行空間を創出

 橋上駅化と合わせたシームレスな移動やユニバーサル

デザインを導入

次世代モビリティ等との連携による
移動利便性・回遊性の向上

 既存の道路空間やデッキの活用により、誰もが使いや

すい次世代モビリティの導入に向けた環境を創出



参考資料．周辺エリアとの連携
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交通ターミナルと周辺観光施設や北側市街地等の連絡を強化することにより、市中心部の回遊性を
向上させるとともに、賑わいのネットワークを形成します。

周辺地域との連携による回遊促進

■賑わいのネットワークのイメージ

自由通路等

 そごう跡地に整備する複合施設（商業・居住・公益機能等）の相乗効果により、市民・来訪者が憩い、賑わうことのできる駅前空間を創出しま
す。

 JR呉駅の橋上駅化の推進等により、駅南側の呉中央桟橋、大和ミュージアム等の連絡を強化します。

 デッキを国道31号の北側まで接続させることにより、れんがどおり商店街等北側市街地との連絡を強化し、市中心部の回遊性を向上させるとと
もに、駅前の創出する新たな賑わいと既存の賑わいをつなぐ「賑わいのネットワーク」を形成します。

観光拠点・生活拠点

・呉駅交通ターミナル
・複合施設
・橋上駅 等

・れんがどおり
・市役所 等

・入船山記念館
・青山クラブ 等

・大和ミュージアム
・てつのくじら館

・呉中央桟橋

観光拠点観光拠点

交通拠点

交通拠点・賑わい拠点

大和ミュージアム

呉中央桟橋



参考資料．周辺エリアとの連携
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複合施設において公益機能の導入を目指し、交通ターミナルと相乗効果を図ります。

複合施設への公益機能の導入

 公・民・学の連携により、中長期的にまちのビジョンを育て、更新し、提案・実践していく組織として、アーバンデザインセンターの機能導入を目指
します。

 子育て家庭の多様なニーズに対応し、子育ての情報や楽しさを親どうしで共有しながら、親子に寄り沿った子育て支援事業を提供する場とし
て、すこやか子育て支援センターの機能導入を目指します。

 官民連携等により、高齢者支援機能や多世代交流機能など、まちなか居住に必要な公益機能の導入を目指します。

▶ 子育て交流広場など親子の交流機能

▶ 育自サロン、子育て支援講座などの

支援講座、子育て相談事業

▶ 一時預かりなど、新たな機能を拡充

▶ デッキを始めとする公共空間の有効活用

に向けた社会実験

▶ 交通まちづくりとスマートシティの推進に

向けた社会実験

▶ 公・民・学連携による新たな価値の創造

（リビングラボ）

■アーバンデザインセンター ■すこやか子育てセンター

出典）UDCM HP/撮影 宮畑周平



参考資料．周辺エリアとの連携
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交通ターミナル周辺に立地する商業事業者等と、備蓄の確保等に関し協定を締結するなど、民間事
業者等との連携により、防災機能の強化を図ります。

官民連携による防災体制の強化

 アーバンデザインセンター（UDC）を中心として、国・県・市、民間事業者、大学、地域団体など多様な主体によるエリアマネジメントにより、防災
体制の強化を図ります。

 周辺のホテル事業者と帰宅困難者の受入に関する協定を締結するなど、避難が長引く場合の一時滞在機能を確保します。

 複合施設内に立地する商業事業者と、災害時の飲料水・非常食の提供等について協定を締結するなど、民間事業者との連携により備蓄機能
等を確保します。

参考）呉駅周辺地域総合開発基本計画を基に作成

■民間事業者と連携した防災体制のイメージ

一時滞在施設の確保 備蓄の確保

アーバン
デザイン
センター
（ＵＤＣ）

■防災体制の強化

熊谷ホテル旅館組合と「災害時における施設等（帰
宅困難者の一時滞在施設）の提供に関する協定」を
締結。（令和3年1月13日）

出典）熊谷市HP

▼商業事業者と協定を締結▼周辺ホテル事業者と連携

出典）船橋市HP

平時から定期的に協定内容の確認及び情報交換等を行
うことで、有事の際の円滑な体制構築を目的に物資に
係る災害時協定連絡会議を開催（令和2年11月9日）




